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1.編集にあたって

杉野 守 ･長谷川 浩

カンショ研究見えTfき鎚 (I)が 18年に刊行されてはや 8年経ちました.その内容は,迫伝育種,F 92

生理,形憶,栽培,貯蔵,保部,利用品質の各分野において,カンショ研究の諸光雄が多年にわたるご

研究の間に,思い付きながら実現できなかった研究課遡,なお研究不足であったと思われる--*項,末だ

報文にされないままになっている研究観察結果など,おそらくは研究者の脳裡に退蔵されたまま煙減

の怖れのある研究耶報を,後進のカンショ研究者のために,気軽にI.きとどめていただいたものでありlt

ました.

辛いにもこの先えTlt.き貼 (])は多数の読者の方々からご好評を頂きました.そこで,この度も前回

と同じような主旨に基いて研究党えTrt J)の発行を企画し,18年以降新にカンショ研究の OB.き鎚 (I 92

となられた方々に前山lの執郡者等を加えた凡そ45名の方々に執鞭をお願い致しました.その締架22名

の方々から,カンショ研究における今後の課題や展望を含めて,合計9項目の興味深い研究iiえiF6 L: rきを

寄せてILj Iへと伝えられるJl韮なソフトIIIf院としEきました.これらは,カンショ研究仲間の先非から後11i i一 l寺

て,既刊の研究栄え11F (日 ^いに今後の研究に役立つ司iと存じます.き災 と桐侯って,-

なお,ご承知のように,カンショは大阪エネルギ-の閉定能力において,また,エネルギー収支率に

おいてlk高の作物とされていますから, jの卿大を考えると,カンショは21世紀の食鮎とLL 今後の地球人L

して,また,波粉関連産業や畜産業の発展にとって不可欠な群源作物と考えられます.しかし,カンシ

ョの生産と'.亨 m大にとっては先欄せねばならない問題として栽培技術の省力化,いもの貯蔵性の-婆の･A

向上を始め,多くの誹題があることは,今匝)のご授言によっても理解頂けることと思います.そしてIJLL

題が難題であればあるだけ,多面的な視点からの検討が肝野になりますから,同内的にもrlB際的にもプ

ロジェクト研究体制を推進すべきとのご指摘のほかに,わが同の持っているカンショに関する勝れた

科学,技術の他岡への移転について,また,側連のある国際学会への参加についてのご提言のありまし

たことは,杓に意義深いことであると存じます.

今rriI 見え叩き娘(日)の鮎塊を終えるに当たって,私達の企画に快 くご坪同ご協力下_のカンショ研究'

さって,ご執邪を賜った皆様に対して,まlL,この様な国内多数の研究者による研究見え:F: rき狼を近畿

大学出学部紀嬰に掲!i荘 1 iJすることにご高配を7賀きました近畿大学E学部当局に対して深謝いたします.

追記

今山Jの縦I は敢えて行いませんでした.Rにあたりましても,用語や用字の統一･ 中門分野の迎いもあり

ますが,ご寄希L; lJの諸先粥の個性的な文費表現を,ソフト情報の面亡さとしてお読み頂ければ,と存じま

す.
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2. カンショ研究覚え書き 

I. 遺 伝 育 種 研 究 分 野 

1 生 態 型


栄超生長,生熱iii
LLの転換が明価でない作物で払

生態gU分化がl. 刑ちかでないものが多く,カンショも

例外ではないようだ.それでもミナミユタカ,コガ

ネセンガンのgf斤相の迎いは生態敬JJ化の一端をホ, l
す.fT L作) 秋冬作型f"1都の分化がある酢では心L' 臥 J,'

という.日本作成の傑良['.JI.qi,例えばコガネセンガ
ンは阿外での.評価が必ずしも打.iくない.日本の先進
的カンショ研究が日本L叫叫こflまらず,J. !_YJ iくlJ非に

矧 iHL11献することを考えると,q. 旦,' -態月について

の他心がより深まることを期待したい. (安藤) 

2 交配不和合性

幣交朽己 J: 新系統の不が安雄市flの 古狐であった軌

和介作検鮎は削合わせ決起の必須作灘であった.そ

の後,イこ和fT性の多様化と糾fTわせノブ比の変化とか
ら,交札不和命件はLA際の斤離 日.1過が小さくなっC -J

た｡

しかし,カンショの成 Il,伝柿などの研究 FIのrtr _ T: .

.資性は決して減少してはいない.とくに 2倍櫛から

4倍,6f1' へと毅色体倍加が進む中で,交耐不和-油量,

乃性がどのように変化 してI叩くのか&JめてBiLl昧深

い,先進的な免疫pl: f法でをも糾込んだ研究がu的なI.

進められれば,と∫ll.ラ. (安藤) 

3 葉部のおいしいサツマイモの育種

火紳アジアやアフリカでは地域によってサツマイ

モIjjfL部を野茨として利川している.しかし美味しく

ない,rj A)I(eIHE〟///'l : Rlrじ旭の /(J/)l / ](IのJ うに-味しい

ものに故山できIJ:いてあろうか. (瓜芥) 

4. 葉の寿命の長い品種の育成

力ンショの収甜句上には光合成速度と塊根への乾

物分配率をfL古:めることが大きく杉耶する.光合成速

度には品楓 'ur倭 があり,出林 2号はかなり早い方に

分けられるがそれが必ずしも多収に結びつかない.

むしろ恭身の封命の品離間差が塊根肥大と絹い柑側

があり,鹿児島Ln誠では 4月植えで r=0.907,5月

析えで r-0,8550)lIIiを郎た. 

4J1柏えのji' L･ 2= Akのうj命はコガネセンガンで平均6

U,ミナミユタカで47口,出林 2号は33円などであ

った･.一非挿 しした鮮生長点栽培カンショでは雛の

非命がj= Iが大きいことが明らかにされiく,塊根収まi

ているが (矢吹ほか1978), L記の記述と符合するも

のと.ll考される.多数の.枯櫛,系統についてこの捌L.

係が突証されれば,行櫛の初期遥蚊における検定法
の一つとして活用できないか. (江鮒) 

5. 品種の特性維持に格別の配慮を払うこと

いかなる生物も自然状鳩において炎然変_tを起こB･

さないものはない,ll一瀬も例外ではない,

これまでに,lr軒の20余品唖について,観察が容
易で,しかも環境による彫幣を受け稚い紳皮也 (そ

の変化の部位,大きさ,形状をI'J8-ない)について.f)

の調賓によると,その変Sh-!の頻度は環境条件,栽培

紘,.与ム都によっても兇なるが,0.01%から AJJ･絹7,5%

まででモー ドは1.7-1.9%であった.

このことからすれば,席皮色以外の形JZyrについて

も相当の突然変袋が生じていることは苓易に考えら

れるので緋.Jbの退廷には特に純忠を払う必要があi-

ら. (東 Ill) 
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カンシヨ遺伝資源の利用

)0(近畿大学段学部紀蟹

6. 0.1キメラ発生の機構ならびにその遺伝様式の究

明 わが国はこれまで世界有数のカンショ池伝群源保

キメラ発生の機械,すなわちその発生の茎葉およ 有国であったが,この分野における損近の国際研究

び根部の発育段階とその組織の部位およびそれに伴 機関の躍進振りはめざましい.ちなみに,ペルーに

う栄焚繁殖による次期植物体への形坤を究明するこ 所在する CIPはカンショ研究を開始したばかりで
と. あるが,地の利を得てすでに栽培品種2,900点余,∫. 

さらに鮮度色についてのみならず,その他の栽培 L daifLIy を主とする野生種488点を保存しており,栄

上虫要な清形質についてもその逝伝様式を究明する 怨体保存の多くはバイラスプリ-化ののち試験管保

必要がある. (桑田) 存中である.CIPのほか HTA (ナイジェリア), 

AVR

保存しており,世界中の研究者の分報依頼に応じて

突然変異育種による新品種の育成 国内で保存中の出伝資源の利用とともに上記の逝

D

くれる.

C(台帝)などでも多数のカンショ避伝幹源を

7

各柾の突然変異誘発源による次の各種の品櫛の育 伝5'源を研極的に利用することをすすめる.(小林) 

成が必婆である. 

(1)生食用,飼料用,推粉用,糖料等その他多く

の用途があるので,それぞれの用途に適した品軌 

)とくに各社の抵抗性,成分 

ンA,Kまたは謁たんばく'Tf等)などを目標とした

品種. 

(3) 土地の有効利用およびバイオマスの観点から

の新しい品種. (桑田) 

8 より広い料理の材料として用い得る品種の育 ll. 倍数性進化説の実邑正 

2( (たとえばビタミ

2x( )が非迎元配偶子 

主旨 甘帝は甘味が特徴であるが,そのため料理 ることが知られている.この現象を基礎としてカン

の紫材としては制約がある.それ故(馬鈴三宮の様に) ショの倍数性進化説を証明できないだろうか.実験

成 dai'jLr
I/.
 2 Hnpoen( )を作

Hoen種々な料FJiの紫材として向くよう甘味の少ない,又 方法としては,まず高頻度で 2np をつくる /. 

甘帝樹脂の少ない品都を育成する.既にカロチンに daT-7jElr )2x( を数系統選出する.ついで,これらの系

富んだ.n,,,唖はあるが,栄光上タンパクTIIの含有血の 統を自然隔雌条件下で任意交配させる.後代には 

増加をはかる. (小西) 5 6x x,4x,3x,2x, が生じると推定されるので,こ

の過程と得られた植物の㍊伝的解析からカンショの

倍数性進化説を証明する. (小林) 

9 21カンショの直立性品種の育種 半数化誘導植物の育成.

カンショの笹は地上面を佃倒して伸長するが,直 バレイショでは栽培柾の半数化に野生種のS.
 
立できない｡-b立茎にすれば受光効率も大となり戯 jhre)I aを改良し,迫伝的なマーカーをもった植物が

作某も楽になる.そのような-直立性心伝子の野人が 広く利用されている.指宿試験地での経験と岩永氏 

できないものだろうか. (CIP)の情報を総合するとカンショでもこのような
yeLep〔例〕 Io77aC lLItcaSS /Sは直立茎であるので,' 植物を甲種することは可能である.そのためには, 

カンショとの細胞融合などのハイテクの手段で迫立 I. )2x(dai を対象として半数誘中性をスクリーニf7yr
-&の形JEをカンショに中人する.また従来の育種方 ングし,これを紫材として,実用的に利用しやすい

法で両者の交配を試みる. (小西) 半数化訪中轍物を育成する. (小林)
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13 薬用カンショの育種

カンショ品柾の多様化や付加】価伯向上をEl指した

研究が強化されているが,典用カンショの市税もこ
れに加えてみたら如何か.

古来,カンショの葵Bl.!作用は一部で認められてお

り,近年においでも｢シモン 1号｣や制ガン作用云々

の例がある.

医学 ･薬学との学際研究になるので現態勢ではと

り上げにくいテーマであるが,カンショのイメージ

アップと刑l'PL拡大のためにこの分野における科学的

アプローチを期待する. (小林) 

14 遺伝資源の保存,利用に関する研究

わが国に由二接帝人されたカンショや近縁野生成上IJ

よびそれらを#･材として作られた系統は栄慾系とし

て保存されている.ところが冬の寒さや病虫aJ･のた

めiFVi lI なf折が年々失われてゆく現状にある.かつ
て叩者がニュージランドの Dr.YENよ r)謝 り受け

た環太:tl洋地域のカンショのf'魅や系統6I余 りr･ h, LO

(YENc州eto( cillと呼んでいる)は,現在半分近 く

消減しているが,このような迎伝資肘は国際的にも

国1J的にも極めてiIl ■鵡なものである.とくに米雅繁

殖作物は,郁子保存に頗ることができないので.そ

れに代る組碗保存法を確 tJLL,施設盤齢を図る必盛

がある.同時にカンショの近紘野生機に関しては,

現在その分類が混乱していて同名JLl: 触同名がtql,娘一

多く研究に支即を来している.そこで,さらに広域

的な収3Jgを図り,地物学的な知見に赴いて両分野を

行ない,その利用に快け る研究を行う必要がある. 

(坂11二) 

15 直播用品種,種子まき用品種の育成に関する研

究

力ンショの利用を拡大するためには,より-hIのtj

機械化,省力化を匿lらねばならない.市街を省くた

めの直描用品魅 "ナエシラズr'の育成は成功したが,

より-Ii共用形f の優れた品概の育成が必要であ･tll f

る.さらに画期的な省力横械化向けの廠子まき用品

健の-行成も血要である.都子まき用品･柾の育成は,

任忠焚配娘団を利用することにより,カンショの帝

都では今までに経験しなかったいろいろのF,.題を解"]

決する端締となろう,

これらの品種の育成は,いずれもカンショの生産

コストを大幅に低減させるものである.1泣近生いも

からrti接アJ, J' ほ れているE Lコ- tを糾る新技術が江巨

が,もしそれが実用化されれば挿路用の超高でんぷ

ん多収品郁とともに,これらのカンショは新しい役

割をEJiすことができるかもしれない. (坂井) 

16 細胞工学的研究

力ンショおよび近練野生株の交配不和合性に関し

ては,現幾面の研究はかなり進展し,交配母本の選

定に役立っている.しかし,自家および交配不和合

性の生理,辿伝学的な-はほとんど解明されておらhi
ず,計辿榔Jな行概を進める上で支障となっている.

またカンショの近練野生敏には "ミナミユタが'

の育成例でみられるように,各部抵抗性のみでなく,

収茄は 向上させる池伝ffも含まれている.カンショ

と同一節に分析されている都はおよそ12柾あるが,

このうち市郎利用が進んでいるのは'_ ')qtにすぎな

い,未利用のql'与力ンショの市税に有効に利用する

ためには,lponl0ea属の細胞工学的研究を今後発展

させねばならない.交雑障壁を除去する一方法とし

て,他の作物でみられる栽培機と野生排の細目他励合

による休細胞雑敏の育成が考えられる. (坂井)
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17 遺伝子工学的研究

力ンショの塊根はでん粉のほか,蛋El,勘を貯え,

またカロチンやアントシ7ンなどの色紫を含有す

る.

かつてはBWl原料用としての高批rl1.,i i や飼料用と,%J

しての席蛋白端部の帝都が進められたこともあった

が成功しなかった.それよりもでん粉原料用として

の市でん粉品秘の選抜は,請,'捕,ff,高蛋白系統を淘汰
していたようである. 

l*近,.蛋白品都の市棚は内外で注目されており,LL F7

わが国に)3'いても名+Tk三大ギグル-プにより韮礎的

研究が進められている.地~卜~作物に琵白合成迫伝子 
(DNA)を注入して高光白のものを作るという試み

は極めてユニークで,今後このような研究は一段と

進展するであろう.しかしながら,カンショではこ

のような仕!Jiをやろうとしても,プロトプラストか

らの朽分化が確立されていないので,速やかに完成

を図る必紫がある. (坂井) 

18. 肉色の良い食用品種の育成

本格的な食m品柾の育成が好は って約20年が経過

し,この間,ベニコマナ,ベニアズ7,フサベ二な

ど良Jff多収で艮食味の傑良占l･..緋が市成された.

これらの一㌔Il柾はいずれも皮色,肉色,収iI汁Lなど

が改良され,しかも耐摘出性の付加された."Iqであ1.i

る.しかし,内田,肉色の変色などにL',鬼爪が残さ..l

れている.ことに,むしいもの内包の変色は商品I他l

にも大きく脚係することから政常の柴豊がTT'i.い.恐

らくポリフェノールかこれにF来する物質に起関すh
ると思われるので,成分斤磯を机棲的に進めること

により,肉色の良い品価の行成をj削持したい. 

(坂本) 

第 23号 (1990) 

19 甘しょ近縁野生種の育種利用

甘しょの原産地と思われる中南米からJ/filrな辿伝

賢源が数多く封入され保存されている.このうち,

現在までに帝都利mされたのは,交雑性や利用性の

点から6xの I/ 'aだけである. バイオテク.n//d 今後,

ノロジーの発展により,従来交雑性の認められなか

っ-fJ第 2群植物の利月｣も考えられるし,新避伝子の

収込みによる画期的なnrJ柾の常軌も期待できる.従l]

来,ややもすれば実用性に欠けた近接野生種も今後, 

fR斐な帝都紫材としての捕縛が持たれる. (坂本) 

20. 7イリッピンとの共同研究によるサツマイモ

育種

サツマイモは他殖性作物であるので,多交配と遊

牧を鮎合せた市秘法によって,災皿に傑虚遺伝子の 

Iul :1机を行うことによって傑れた交配1-体を作ること

が出来ると.tllう.梅軒での多交配では交配の労プJをLL.

多く必数とし,希望の多交配を十分に行うことが凶

雅である.自然I那 Eするフイリッビンの研究機悦は

共同研究を行うことによって,我が国にも,フイリ

ッピンにも役立つサツマイモの作qI'を進めることが

出来るとJL. ( ''rラ. 怒ii) 

21. 太平洋諸島におけるサツマイモの伝播

パプアニューギニアから収貼したサツマイモnLb雌

には75%という高い頻度でネコ7センチユウ抵抗性

遺伝 f- 都が含まれていることがE)1ちかになを持つ晶 l

った.パプアニューギニアからの品郁前人は進んで

いるが,今後は,ネコプセンナユウ抵抗仲迫伝子を

マーカーとしたら-1L群論t''tA-' ..こおけるサツマイモの･ j

伝播の鮭過を明らかにすることが出来るのではない

志lか. (fr)'

22. 自家ならびに交配不和合性の原因究明

甘しょの自家ならびに交配不和合作の問越は,覗

在でも交汚己上のLa.大のネックであり,その様刷 も

益々複雑化してきているようです.この矧.-り_解決の 

-･手法として先日や,アミノ轍鮒 戊の而からのアプ

ローチを夢みて来ました.i滋近では,アミノ酸組成

分析横鞘も非常に発達している様子. 1つが Img

前後の柱頭の組成となると人J変な小でLJ:うが,同

一不稔輝内の支所己ができたらと,今も窄想し統けて

います. (知識)
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ⅠⅠ. 生 理 研 究 分 野 

23. サツマイモにおける不和合性

受粉 ･交雑における自家 ･他家不ju介性の分子的
迎礎を明らかにしたい,これはサツマイモ一徹生物

系,接木を含めサツマイモー地租物細胞融合,X避
伝子前人における親和性 ･不親和性にもI･イRJ系するで
あろう. (瓜谷) 

24 サツマイモにおけるエチレン生成

サツマイモ塊根が病筒のtJ人を受けると=那花のエ

チレンを放出する.そのA･'成系のモ体はメチオニン.

ーACC系であるが,脂性入部に僅 く隣接した部位よ
りのエチレンg三成は他の生成系によっているらし

い.それは病歯起原のものではなく,塊根起原のも

のとみられる. (瓜芥) 

25. サツマイモ成長における調節 ･誘導因子

サツマイモ成良三L折環を克うするのに必要とされ

る調節･誘耶内子 (たとえばオーキシン,エチレン,

ジベレリン)が見出されている.特に塊桝の肥大成 

ll,とデンプン災相に中心をIJIいて,それら剛子の発

見とその調節 ･誘都債榊の鮮明を進めるべきであろ
ラ. (瓜芥) 

26 水ス トレスに対するサツマイモの反応

サツマイモは半舷に威いが,冠水に弱い.この耐

者の性Jff :の横柄を明らかにすれば,帯qtの指標にも
なり,3Lll_t魅や洪水の多い熱即地域におけるサツマ

イモの生産に役立つこととなろう. (血行) 

27. 生理学における極性

サツマイモにおける極性の一つとして,7,L系1･Il' 4L

の塊椴を輪切りにし,インキュベー トすると,軒別

断簡Jのうら,轟 J･I に近い切断面側に多iiのポリフェノ

ー ルが生成される.これにはオーキシンの生成と移 

qU)における樺他が側与するとみられる.これは棒件

の解析に適切な現奴と思う. (瓜芥) 

28. 塊根の萌芽抑制ホルモンについて
カンショの生育中に地上部を刈り収ると,地しいに

ある塊根から萌芽を始めることが多い.地上部が存

在している状態では,おそらく,塊根にiiJf芽抑制ホ

ルモンが働いているものと思われる.もし,この抑

制ホJレモンが解明できたら,貯蔵カンショの 4月以

降の御許抑制に利mできないだろうか. (江.鮒)
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29.植物生理学研究の材料としての 1葉挿の利用

光介成産物の常.･=郁 ･分配の研究

☆研究の主旨-繋身と柴柄の地物を挿すと酷をつ

ける.これは closedsystemであり,柴での光

合成産物は紫身の拡大と雌の伸長ならび蘭の肥

大に用いられるから結-#の有無による非身の生

良差,-91に一節前を用いると版非が伸長するの
で結輔の有撫により版芽の伸長差,これらを計

測することにより襲記の研究をすることができ

るlriも適した材料と考える. 小鞘)hL ･	 (

30.結藷の機作,機構を明らかにする

☆研究の主旨･･･街の発根 ･活怒後結滞が早い樫m

収につながる.(条件がよいと発根後 2,311で

結満が決まる)

☆研究項 E卜･･(結輔の切っ掛けとなる条件･野 田,

軒となる根の部位を決める条件 ･安凶を明らか

にする) 

1.土壌環境-畦土壌中のmicroclimate(土壌中の

温度分布,tf''的変動, 含水 :i,
FrH 較差, l;通気など) 

2.地上部の条件･･･日長,日照時 1日日,気温の変動な


ど
 

3	 生理学的条件-･根の肥大を誘発するホ)レモンの

存否,既知の生長ホ/レモン筋の結帝に対する作

用. 

A.根の状態･･･根は空中,水LLlに浮遊していると結

滞しない.何かに接触するか同定している必要

があるのは何故か. 

5	 根と,輔の内部形博-維管束の分胤 

6.たこ脚のできる理山括稚せずたこ脚になる条件

を明らかにすることu新潮の感作解明の助けと

なる.この研究耳iFTも L-5と同 L'. (小粥) 

31. キダチアサガオ葉に含まれている催花物質の

同定 ･単離

キダチアサガオ饗にはカンショの開花を誘群する

雌花物質が含まれている.殻近における1=機化学と)

分析横幣を駆使したら,催花物質の同定 ･q.i雌は可 

f巨と思われる.この研究には学際的協力が必須であl

るが,カンショ研究帯としては組織増発法を組入れ

たバイオ･アッセイ･システムをまず旅立すること

が必壁である.その際,バレイショの塊茎形成物TIT

の耶雌を試みた岡沢ら (北大出)の研究が参考にな

る. (小林) 

第 23早 (1990) 

32.カンショ生組織の水透過性について

カンショ,ジャガイモ,カボチャなどの貯蔵組澱


の生小片について排紙ELb
=線の比較実験をした.ジャ

ガイモ,カボチャなどでは 2段凍結曲線はみられる

が,カンショでは 2段凍結がみられない勘合が多い.

しかし品種によっては例えば太白,沖純100号のよう

に水っぽいものでは 2氷点を示すものがあった.

これらの場合では組織片 (5×5×10mm)を切断

する時に,こわれた細胞の液以外に切断時の圧力に

より水の藩みでるのが肉眼でもよくわかる.したが

って主としてこの 2段凍結曲線の第 1水,在は細胞IriJ
取水におこる細胞外凍結を示すものであり,第 2氷

点は細胞液におこる致死的な細胞内凍結を示すもの

と解釈する (畠山,科学21,95-96,1951).

カンショのうちでもこのような差異はどうしてお

こるのか ?細胞生体膜の水透過他はその細胞の低温

などに対する耐性に韮大な関係を持つとみられるの

で,タンパク質- リン脂質複合体である生体脱につ

いて宏遠な研究を進めておられる瓜谷氏らの研究に

偶光をみる思いである.	 (畠山) 

33 つるぼけの生理的理由


つるぼけの現象は,私が,観察し得た姫問に1%Jす


る限り,赤道をこえた所gII.
J熱帯でもみられ,溢僻圏


のみに限った現象ではないといえる.また,品を即L
ul

差輿あるいは系統聞差異のあることもtyJ際である.

的に用いられ,別の場合には,塊根生長に使用され

る坪内について,生型的に明らかにする必繋があろ

う.首Eの生長と塊根肥大とでは,生創 'Rされる物野

は輿なるので,まず,物'jT生成過掛の面から解析し

ていくと良いように思う. (北催)
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34 光合成産物の葉身から塊根への転流機作

塊根の肥大に伴って.非身から塊根へ光合成産物

の転流が活発に行われる. LCトレーサー法による4
実験結果によると,塊根が分化し,肥大が開始され

ると,塊根の生長血の多,小にかかわらず,転流は

極めて活発となる.

作業仮説として,塊根側の光合成産物 pumng能

力によY)転流の進められるとする考え方.葬身側の

光合成産物 pLSig能力の槻与するところが大 きIhn

いとする考え方,等が提案されている.これらは,

いずれも生理ならびに形使挙上の知見をもととした

総括的なものの考え方といえよう. 

pL n LSigについて,具体的に,す州igあるいは pthn

なわも,生理学的あるいは形態学的に,説明しうる

研究が必嬰と考える. (北候) 

35. 塊根肥大の可能性

塊根肥大の可f7巨L性,すなわち, 1本の塊根は一体

どれ位肥大しうるのか,調べてみる必郭があろう.

面材f当り,株当りの塊根収'･Rについては,測定結果

がでているが,塊根 1本をとりあげてみた場合,輿

して肥大に期待をかけうるのか,明らかでないよう

に思う.

熱帯圏 ( .,ジャワ&i)で調べた結果では,温帯圏に

比較し肥大血は少なく認められた.

肥大の機作を知る上でも,必要なことと思う. 

(北候 ) 

36 薫の老化について

磁近,一節挿し,一葉挿しなどの手法が開発され

ているが,この単純系の利用は,英一塊根 (su.eorc･ 

sink)の相互楓係,あるいは葬の老化の問題の検討に

役立つと思う.とくにサツマイモは収穫期まで恭面

形成が行なわれる特性をもつが,このことが他の作

物に比べて収梗指数あるいは塊根/地上部比の変軌

を大きくする要因となっている.個難の老化にとt)

なう機能変化の解明は乾物生産,分配親機をみる上

に並撃な怖報を粒供しよう. (渡辺) 

lIl. 形 態 研 究 分 野
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37. カロチノイ ド色素の存在様式

カロチノイド難色瀬の存在様式,すなわち結舶状

か,リポイド様か,またその存在の部位,さらにそ

れが生市中,貯蔵中にどのように変化するかを追求

する必繋がある. (桑田) 

38.収量性と葉柄長

繋柄長が伸びることは,非同化部分を1円大してマ

イナスのように.l7えるが,一方,非柄良を伸ばすこL,

とによってAl身が光を受けやすく,非の知命を良 くj

するために下盛の柿死脱落を少なくする.このこと

が,LAIの保持に寄ijL,腰科長の伸びによる呼吸

消耗を上回る軌兜があるのではないか.

戯桝ILの伸びやすいft作が多収性の一変関にならe .j

ないだろうか. 

HTih. 17) 0ll_柾を供.sj 9 は37 試して,2シーNら ( 3 r)

ズンにわたり,いも収311と半数,茎戊,葛T,茎の( ii

太さ,盛柄･Iii,//t孔の良さ,気孔の分和等の柵帆を

調べたところ,いも収 IIt i 測をホしとllの明らかな朴目

/=のは,繋柄良のみで,その他の形'ffはいも収Jltと

何の州側も示さなかったという. (臓瀬) 

39 収量性と蔓長

カンショは受光態勢を改IIIするのに立性のものが::

よさそうにJL. ll雌をみる触Tlえるが,従来の'... ),立性

のものu必ずしも多収性ではない.碇がjiく伸びす
ぎるものは,TlLが枯死するのでl司化/呼吸比が低下jf

i伸びるl11して好ましくない.噂がある粍Jf ,'..椀に多収

性のものが多いように,Ir) (タマユタカ,コナセンL/

ガン,ミナミユタカ等) (藤潮) 

40 受光態勢と葉柄長

盛桝滋の伸びやすい牢.tが.iの瀬命を良 くしてiL 3S

LAIの保持に布 IJ･しているのでないかということ

はfII'J述のとおりであるが,また,柴柄堤の伸びやす

いことは受光憾勢の面からもプラスではないだろう

か. (藤漸) 

第 23号 (1990) 

JIl 葉柄の役割

茎には光合成産物の-･時貯留牌態の役判がみら

れ,茎のヨード反応によるデンプンのIE'ii掛の有難で

塊根形成時糊を判断することがLt. 千邦腿.拭).L来る (

一方,灘柄は乾物楽の変助が小さく,貯留耕′IITとし

ての役付｣がみられないように,Lよう.しかし,盛柄越

は環境条件による変化が大きく,嫉け日数から生良点
までの長さの大小とともにつるぼけの指標として利

用できるのではないれ 一度,A:柄の生長,機舵にl'

ついて検討しておくこともLTl蟹ではないか.(渡辺) 

42 細根の役割

サツマイモでは生市後半の細根生長iiと塊根収_:t;･ j

とのr'_-]Iには山の村側が認められる.-カバレイショ1

lと塊茎収で とのr= - lでは耕卜触ii t'( .[''二はIT･_の相性Jb'認めら

れる.前薪では後半での約枚の増大.は架;掛吸収･Rとの

増大につなが r),塊根への乾物分配の低1■,さらに

はつるぼけを誘起 ･助良する-榊と即解されている

が,7;L者の比僚検討は興味深い耶項であろう.とくTd


に収軽粥官の根と茎との迎い,肥大mru.の長短など
JJ

の関係からみるのもーつの方法であろう. (渡辺) 

43 草型について

他の作物では主茎塾,分枝型などの分枝系を堪難

としたbi, 系'分が行なわれ,戯拙軟度などと幣接に快日

することが指摘されている.サツマイモにおいても

分枝の発生 ･形憶についての検討が必盤であり,そ

れは凝析鮮度は勿論,つるぼけ発生の雅毅の.[占tj)郡1Jr
芝にも快J避すると.[出われる.また節邸作男あるいは

佃1.性,. ffにも側迎するところが人きU 立性などの甥7l

いと判断する. (渡辺) 

44 茎の太さと塊根形成


頂CL家は地際の巷の太さで塊根収 Iと
i lの多少が判紅

できるという.- ),つるぼけした仰日本の茅は太く,メ-

叢の舷物率と塊根収illとの榊にはfの朴iXが認めら: l rJ

れる.巷の太さ,払1崩形態,その部位でのデンプン

令 ;l ヨード反応などの耶易判k)などでの_Lt( ' '行診
断,収 ;t Fの可能作の検討が必嬰ではないか.卜州 !J

(渡辺)
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45. 節間長について

品櫛によって節聞長が興なる.節聞長の長短と節

盟(佃鋼性,立性),あるいは山光速度との附係など

調査すれば,つるぼけ特性や早晩性 (耕作)などの

品毛正逃択上の一つの指標として利用できる可能性が

あるのではないかと考えている. (渡辺) 

TV.栽 培 研 究 分 野 

46 カンショ種いもの萌芽極性の除去

切片宙楢の試験を行って苦労したことがある.そ

の際に榔いもの頂部を 2-3cm切除してキュアリ

ングしたところ,#-' -部J非極性がくずれ櫛いもの中1~

からも的芽の良いことが見られた.未だ苗床の切面

で試験していないが,宇和了に活用できないだろうか. 

(江畑) 

47. いもの形状と大きさを揃える方法

近年カンショの用途も多様化した中で,†才巣用と

してはM級で長池が輩包され,市 L7''場価格も7.1い.加

工用としてのチップやカリントウなどの原料 もM

～L級でそれぞれ形状の揃ったいもが要求される.
密租や晩机でいもが小型化し,揃いも良いことが

判っているが,塊根の原進を一斉に発生する手段な

り,これを壬Lかす栽培法の政熊によっていもの形状

や大きさを揃えられないか. (江矧) 

48. 多収栽培技術と低温下の苗の活着性

鹿yll.11出試ではWri柑57年以降コガネセンガン, ミ

ナミユタカ,シロセンガンなどを供試して,毎irll 

6.0-7.5t/】0アールの収 ::ttが得 られることを実証

した.そのためにはポリマルナによって 4J=1上旬に

早他し生-ff期旧は 200LI程度確保し,史には堆肥の多

相,加盟/壁梁のバランスなど,多肥栽培による総
合された技術が要求されるが,何といっても生育期

間を延長したことがi正大の要田とされている.しか

し実際的にJ,､L用する勘合,波粉工場,焼酎工切の横

井や灯のローテーションのヨ珊lから日月上旬まで全'

面fJの収f7で 1を延長することは女難である.従って早

く収樫する似合は更に早他して生育期間を確保でき

ないかと期待しているが,それには低温下での前の

析茸11性や低温に対する抵抗性を向上さすためにバイ-

オ技術 も加えた総合的な研究をお願いしたい. 

(江畑)
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49 挿苗作業の省力化としての細斬首の利用

カンショは多収だが,戚培の'省力化が難しい.柿 

-Hlの省力化について,かつて試験したことがある.

輩を 5cm撫皮に切断し,5cm程度の畦の上に撒播

し土寄せによって群土と畦立てをする方法や,畦立

て後に散播し 1-3cm郡土する方法を実施したが,

期待した収ilは㍗ られなかった.多収晶柾も出現しi i

ているので再度取り組んでその技術化はできないだ

ろうか. (江畑】) 

50 甘藷の多収穫栽培の収量限界

昭和35 l土年ごろの印と思うが,鹿児島L.で世評に幽

するシンポジウムが聞かれ,~r lの L限に関すL軒収iよ

る検討が行なわれたことがある.当時の.,～都を使用1】

し,栽培環境,i.(襲条件等をIk適に維持できた場合5て tL

のliFJ収iiは,0 L当たり55トンと試許された･i E 7-J, .' 1

と記憶している.その後,昭和53 ..,請出年から鹿児 Eiリ

試で行なわれている多収穫栽培試験では10 t当アーJ,

たり7トンの収3Ttを達成した.この1i一- 5 余の仙におr F

ける,,rb柾の改良と栽培技術の故苗による増収は,わ

れわれのIF洲をはるかに l二回るものとなった.この 

15 ilの新技術の開発と新品概干l i年余のr' fJ 戊の相乗軌R 

と思われるが,今後収弧10トンを目標としI:l..檻極的

な技術開発に抑持したい. (岡) 

51 甘藷畑における CO2分布について

組場におけるCO2池度が一般 (甜場)における状

況と袈なるfJは当然であるが,打二i 桁の如く地衆を披

郡する作物の場合は特にU三日する必要がある.被即

された接地 ･,j和 ま一般よりはるかにJ3 02llI 7弧度の C

を保存すると考えられ,特殊な気汝粂作と和侯って 

1r蘭の同化作用をいちじるしく試めており,これが

多収雌の一閃をなすと考えられないであろうか.価

満帆における CO2分和の詳細な研究が必葬である. 

(FJ須)f'

第 23守 (1990) 

52 甘藷畑における微細気象

甘緒は通常地襲面を問って繁茂する.接地層は地

面に近接するに従って気温,湿度,風速等あらゆる

気簸嬰紫が激変する.甘藷は常にその他の一般気象

に比すれば甚だしく極鞘な気象条件下にさらされて

いると考えられる.その点より甘#畑の接地気象の

詳細トな見なおしが必要である. (高須) 

53. 甘藷品種の生態型について 

Er灘Ln林 1号,2号は栽培両群の広い品種であっ

たと考えています.用途も若干ことなりますが,し

かし,その分布域はどちらかと言えば段林 1号が東 
El本を中心とし,2号は西南Ef本特に鹿児L')を中心

として栽培されていたように思っています.この両

品柾の栽培分和に迎いが生じている理由について,

生理 ･生博学的研究を行なってみたいと常々考えて

いました. (平井) 

54 甘藷品種の形質とその変異について 

-=懲品都にはいも個数の多いものと少ないものとt｢

がある.また,その形状においては丸形,紡錘形等

いろいろあり,これらは品種の特性とされている.

これらの品都特性が外的環境条件によりどのように

変輿するか.変異の幅,変異の難易度等をしらべて

みたい. (平井) 

55. 熱帯圏の葉面積示数問題

熱帯圏での甘しょの物質生産に関して,その生産

形JZi '目すると,温帯圏の場合と較べて薬面相示fに%-

教のやや少ないことが認められる.trLょの茄面概

示教を市めに緋持することは生産向上の面で必姿と

云える,栽培地の気温,地温,離概水利ならびに施
肥法の面から調査 ･解析してみるとよいと想う. 

(北候)



杉野 ･長谷川 :カンショ研究iiえtt ) 9t: Lき娘 (II 7

56. サツマイモの無生長点栽培

サツマイモの薬を挿すと,発根し結滞する現汝が

吉良 (1951)JDLよび加藤 (1967)により発襲されて

いる.

非挿しは生長点を持た･ないから,新生韓官の柵 戎

ならびに榊成呼吸への市己分を必丑とせず,デンプン

の帯机ゴ11は多くならざるを糾ない.したがって短期 

rLU Ttを祁ることにもなる.さらlの栽培で,多くの収i(p

に,光介成から転甑,潜桝への系が単純であること

より,転流速)&もはやく光創戎速度も拓く維持され

ることが考えられ,一･J.L .Jい.こ･TT i邪推への可能性がF'

のような考えプ了のもとに栽培実験を行なった結果,

従来のつる挿し栽培にくらぺ,短期間に非常に市い

収iTは irEることができた.(矢吹･ヒ和札 1976,1978)

この栽培法をサツマイモの無生長点栽培 (Topand 

fidigCuttvt'nudn ialo)と名づけた.ポット栽培では

聖李で平均45g/柴･50日,冬季温室で,3-7g/恭･ 

50Elの収i止であった.従来のつる挿方法での結舘九と

は 2-3g/柴 1150LIである. (矢吹) 

57, サツマイモの無生長点栽培における CO2施用

効果

サツマイモの鞭生長点栽培実用化試験を行なっ

た.実用栽培ベッド(深さ20cm,幅 100cm,長さ300 
cm) tiに,径1.-L5c cのTIy 0 mの襟を約 2m敷き,

その上にプラスチック網を張り,さらにその上に約 

15m海砂をおき,-iを挿した.郷水 (c gf 培染液)はベ

ッドの一端から行ない,他端から排水した.培難破

は容｢けト氏液を用い, 9円21口より12月20にJまで, 

lJL 8C,位高気温3ox低気温1o 2Cに制御された温室にお

いて栽培した.裁植密度は300築/m2とし,9円2911
より,日出.から｢r没まで2,000ppmの浪度で CO2処

堺を行なった.また以後 7Flごとに培染液で離水し

た. 

12=2日の収穫時の生野調教の結果 1IJ1 ベッド当り

生イモ正4]kgあった.この値を10a当りに換罪する

と約 137onFW.1a9Eとなり,tE.t ･. /0/0l r行のつる挿

し栽培にくらべ,照異的な収E(であることがわかる. 

(矢吹) 

V.貯 蔵 研 究 分 野 

58 温度ス トレスに対するサツマイモの反応

熱帯起原であるサツマイモは低温に弱 く,温帯地

域での貯蔵では低温酢皆を受けないようにしなくて

はならない.そのため低温願望子の機榊を解明しなく

てはならない.輿.抑也域での貯蔵では温度を下げる

わけにはいかず,そのためすぐに琴折 ･病虫!LfJを受

ける.貯庇のために,低温にも強く,1-A''..温にも強い)

[与絹正の市棚が必壁である. (瓜芥)
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VL 利用 ･晶質研究分野 

59. 調理特性(1)

調理]JuXの立場からみて,いもの形は円筒形で曲

りや凹凸のないのがよい.不定根起原のカンショの

似合,じゃがいもや大根,かぶのような斉-さは望

めないまでも,いろいろな土壌環境下での変異が小

さいことが必嬰だ.紅赤,岐上'ト LL.-lは形の安定した
品名氏であったが,たまたま私が名付け親となった"ベ

ニコマデ 'は乱れの大きい貼たるものであった.し

かし,いもの形,特に環境変災については従来I焚IIL､

が離かったような気がするので一貫. (安藤) 

00.調理特性()2

カンショはでんぷん製造以外は加熱処鞘をして利 

Fi) '原料としての･する.食生前の多様化に伴って加1.

役刑も仰大している.そこで蒸紫特性が浮んでくる.

かつて紅赤が " Eきんとん"原料としてi出がられる

坪由として,肉Iffもさることながら,蒸煎時間が他

の品都,例えばEi.t林 1号と比べてかなり短いことに

よるのだと聞いたことがある.たしかにhLも早いも

のと迎いt) 0 i3::のとでは3%近い差があったように.L-憶

気になりながらこれと云っT.検定法もl: 凋発すること

なく終ったが,fiL在ではどうなっているのだろうか.

大した形rf .外に省エネや,経でもないようだが,C'

折効果が大きいかも知れない. (安藤) 

61. サツマイモのデンプン加水分解酵素

サツマイモの β-アミラーゼはよく研究されてい

る.しかし α-アミラーゼについてはよく解析されて

いない.｢蒸し切りITLさつまいも｣等の加工品には

両磁アミラーゼが関与していると考えられるだけ

に,加工の面からしても,ホスホリラーゼを含め,

デンプン加水分解酵紫の所検討が望まれる.(瓜谷) 

62. サツマイモの胸やけの解明

サツマイモを多榊こ食べられない埋由の一つに附

やけがある.どのような成分がこれに附係するのか

を,胸やけの生理学的内苓とともに紗胴しなければ

ならない. (瓜谷) 

63 サツマイモの食物扱経について

サツマイモがi;･近注目されるBP.由の一つ は健康に

よい食物紙経が比較的多いためであろう.これはい

ろいろの成分の浪合であり,その組成を変えること

により,栄堆士,又噂好上より更に望ましい晶唖が

つくられる可能性がある. (瓜谷)
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64 サツマイモにおけるタンパク葉の質･Jtを高め

ること

塊根のタンパク質ilとは低 く,アミノ酸組成からみ

た質は良 くない.先に発見,指摘 した抗原性タンパ

ク田は今u貯蔵タンパク質であることがわかってい

る.これを指棟 として塊根のタンパク質のili･'Hを

上げることができよう.ただ,lがふえると曙好性に:と

も形珊するであろう. (瓜谷) 

65. サツマイモ二次代謝産物の生理作用

サツマイモが異常条件におかされたさいに多iLのi

ポリプェノー)レやテルペンのような各都二次代謝産

物を生成する.これらの成分の助物への生草暮州三用(正

負にわたり)を再検討することは望ましい.(瓜谷) 

66. サツマイモ中の "やに"(樹脂)成分について

サツマイモの "やに"はヤラビン, リン脂Jff,イ

ソプレノイド等から成っているとみられるが,よく

はわかっていない.この成分がサツマイモからデン

プンを製造 ･純化するのに抑制的に働 くときく.こ

の成分の化学的解析が必出である. (瓜谷) 

67. サツマイモやその加工品のフレーバーについ

て

健全サツマイモ,凝病サツマイモ,又遜 しいも,

焼 きいも,焼酎,ケーキ煩のフレーバーはそれぞれ

輿なるにしても,サツマイモが持つ特11成分に起因---

しているように恕う.これらのフレーバ-の相互.=lrk

係を欠‖ ‖-. .れば,敬に新しいカj'法も生まれると恕う 

(瓜谷) 

68 物質 ･粘質の物質的基磯について

これにはデンプン成分 (アミロペクチンとアミロ

ール),デンプン粒子(大きさ),アミロブラス ト(そ

の中での粒子数や空間的配芯),細胞壁多糖類 (セル

ロース,ペクチン等),更には水分が関係すると思う

が,粉Jff･粘ffの物rr的基礎を解明すれば,それぞ

れに特徴のある品喝主をつくる際の指標にもなろう. 

(瓜谷) 

69 サツマイモの不飽和脂肪酸の質･量を高めるこ

と

塊根の脂Jff(主にリン脂Jffやヤラビン) 5.日ま低い

のでその血を高めるとともに, リノー JL酸やリノレ'

ン酸のような必須不飽和脂肪酸の割合を芹石める工夫

が必要である.これには地下の生育温度が多少低い

ほうがよいかもしれない. (瓜谷) 

70. 色素カンショの含有色素の均整化

カロチンいもとして ｢ベニハヤ ト｣の栽培が進ん

でいるが,栽培地域や岨切によって,また,同じiE

に群生 したいLtの中にも,カロチン含Ji: なるこ) I.が#･

とがある.食品加工用としては,'Ifの均一性を保つ

上からも,上記のようなカロチン含まIの差 Pi･主 _が生 じ

る原則の解明と対洋を立てることは必要と恕う. 

(む二畑) 

71. 色素系カンショの缶詰加工品について

カンショの缶詰としては,米国ではカロチン系の

いもが早 くから販売されていたが,我が国でも食哨

好の変化,多様化に伴って,色紫系カンショへの帆

心も高まり,紘,弗,紫系の新ん'柾が開発されつつJ

あり,これを利用した缶詰はきっと受けるだろう,

当然いもの硬さ,甘さ,形状,大 きさと困難もある

だろうが,新 しい用途の開発研究を切望する. 

(江_鮒 )
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72. 甘藷の新用途開発への期待

輸入でんぷんの耶加によって,生産コス トの拭い

甘密でんぷんは転換を余儀なくされ,新用途開発が

産地関係者の椴大の改題となっている.現在,料甥!

研究家や食品加工繋界などの参加を得て,食品紫材

としての加工,利用方法の研究が行なわれているが,

できればもっと研究の視野を広げ,工業部門,医薬

品部門等も参加 して,工費鮎品の淡材としての利用 

(例えば圭L物による分解可能なプラスチックフィル

ム,繊練乳.Ipなどへの利m)等,人がかりなプロジ,L

ェクチームによる研究が行なわれることを期待した

い. (岡) 

73 おいしい拝栽培法の確立

藤の食味を決めるL#因として,品都,立地条件及

び栽培条件が馳与 している.今後,満班者からは-

そうおいしい緋が要望されると,[遭われるので,良食

味鯨の生産技術の確立が必炎であろう.

良食味晶都の育成は帝都家にお願いせざるを1'雅な

いが,立地条件,栽培条件については,栽培試験の

ほか,生産Bi, t-- :t家,消T･AのタイアップにJって判明

する部分が極めて多いし,LTT瀕と,むわれる.施肥法. l

にしても,従来の安定多収から良食味の軒生産のた

めのil立通施肥法が解明されることを期待したい. 

(坂本) 

74 モチばれいしょ

イネ,アワ,オオムギ,ハ トムギ, トウモロコシ

などのBi子雅粁i. 物の綴粉に,モチ都のあることは良

く知られているが,イモ類のモチ柾はこれまで発見

されていない.

オランダのフローニンゲン大で,バレイショ花粉

からの 1倍体にX線照射 して,できた小型の塊茎 

9000佃から,2個の低アミロースの塊茎が解られた.

これから 2倍体および 4倍体をつくり,アミロース

のない塊茎が即ちれた.これはモナ範 ということに

なる.収iT(その他で米だ実用化はされないが,モチ

･I (iとしてのr途は夢 ユメ)がふ くレイショの食,. (. n

らむものがある.またモチバレイショ澱粉の物件は

どんなであろうか. (鈴木) 

第 23号 (1990) 

75 サツマイモとガス

切]二サツマイモの皮のエーテル,アルコールSZ出

物から和製 LfL･樹脂が,綾下剤として効果があると

の報告がある.サツマイモを皮ごと企べると便秘を

防ぐと宮はれることと関連があろうか｡

しかしガスが出やすい理由は未だはっきりしてい

ない.センイの多いこともその理由の一つであろう

が,樹脂 もr-lR係 しそうな気がする.他に何があるだ

ろうか. (鈴木) 

76 粉質と粘質 

年ほど前に見た Al c t りo a30 nerianPoat( urn】で,

粉質および枯野の数名瓦のバレイショから,それぞれ

澱粉と細胞池に相当する搾汁を分雌する.かりに 4

感のバレイショから餌た澱粉をA,B,C,D,搾
汁を a,b,C,dとする.AのバレイショはA a

に相当するわけであるが,A b,A c,A dの組

合せで,搾汁中に液粉を加え加熱すると,それぞれ

興った生成物が郎 られる.これは細胞液中の鯉横成

分その他が,澱粉 Aの糊化 ･膨渦に膨坤するわけだ

が,この手法をヒントにしてサツマイモの粉 ･新FF

の研究をしたいと考えていたが,機会がなく心のこ

りである. (鈴木) 

77 サツマイモ樹脂 (ヤラビン)の清缶作用 

L&･近は少 くなったが,サツマイモの茎を切断する

と,切 l｢から白色乳状の料液が出て,ねばねげして

放駅すると.qiItくなる.これからサツマイモ蛸脂が分

雌され,ヤラビンと命名された.サツマイモ樹脂は 

fi'i.･ 苗からさびついI= llJ･f;作用がある. ..鉄瓶Lに,サツ

マイモを入れて-fR排すると,さびがとれる.これは

ヤラビンが分解して生 じたヤラビノー ル懐によるも

のとされている. (鈴木)
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78 食品加工業者から見た原料甘しょ(1)

昭和55 6 l爪頴娃町所在の焼酎工場-5年頃,鹿児Li

を見せてもらっ!.ところ, 人ぐらいの主節は,'広い: 100

室内で包丁片手に一斉にトリミングをやっている姿

を見て "これはいかん"とつくづくJiT.いました.

工場は大まの同一規格の原料を前提に稼動するよ

うになっている

L

ill
t

Tは言うまでもないでしょう. トリ

ミングの手許を見ているとケズル,捌ル,スチル,
切リトル,とまさに手作業でなければ出来ない作柴

でした..L t.&近は改善されたとJlいますが,どうでし

ょうか. (知識) 

79 2. 食品加工業者から見た原料甘しょ()

試験場時代は,"原料Ir "はいくらでもありまLLょ 

すから,加工の方をよろしくと言って来ました.所

が,立場が変わり,…m入する"側になっ･L･ら山甘し

ょ"は有るが,"加工原料に使える甘しょ''が無いfll

に気付きました.

その原因は "変L7g_,粂榊などのため刺皮がうまく

ゆかず土砂が入りやすい"などから始まって,コク

ハン病いt) 11いも,虫の食･L-の政人,センチュウ被5- q'
いもなど尖に多機多様です."力ur.原料は 2級品で

ち"とか,"とにかくたくさんとれないことには"と

は言った認識の甘さの "つげ●が今廻って来た感じ

です. (知許) 

80 3.食品加工業者から見た原料甘しょ()

加工原料用甘しょの破り嫌い上,屈も1･--Jくれてい

たのは,掘り収りから,工機の機械に投入されるま

での取 り扱いではないでしょうか.

例えば,甘しょより水分含_;:iAの多いジャガイモで

は,掘り取り崎の地温の適温範朗,適当な土壌水分,

貯蔵柾に収容したときの風血,-口当りLI降させるI一
べき温度の範紺など,尖にきめ柵やかな条件がuJlち

かにされています.このような王TrLが,甘しょでも早

く究明されることを期待しつつ,掘り取ったいもは

通気の良い状態におき,掘った翌日中には一次処理

をすませることで対応しています. (知識) 

81. 肉質と澱粉 (I)

内野の粉野と粘野と猿粉とは密接な馳係があると

考えられる.一般に粉野 (種)のものは澱粉合流が

謁く,粘野 (都)のものは低い.また貯蔵により澱

粉含iiが減少して粘野に変ることがあるが,収砕頃t

に寒さにあうとシュクロース含nが増大し甘味の強

いものになるようである. (奈良) 

82 肉質と澱粉 (日)

肉Jffと澱粉との関迎で,務粉そのものの相逆はど

うかということが考えられる.三並大学で栽培され

たものについてみた結果は結論からいうとそれほど

品轍間で大きな差はないが,実験結果を示すと次の

様であった. 

I) アミロース舎熊は19-21)%程度であった. 

2) ビスコグラフによる粘度の差は立ち上 り温度 

(糊化)が69oC位のものと72oC位のものとがあり,大

部分前者である. 

3) X線回折蛭1から全てC圧J型であったが,B回避

割合が日1-20%のものはブコク,沖親日OO号,腿林 1

早,40%のものはべこセンガン,ナハヤ,出林 3号,

ゴコクマサリ,ナカムラサキ,Ln林 6号,タマユタ

カ,アリアケイモ,60%の t)のは腿林 9号,山林 5

早,シロセンガン,80%のものはツクマアカであっ

た. (奈良) 

83. 甘藷の食べ方

昔から欝乏人はムギ飯やlr灘を食べるという誤っ

た見方があった.しかし,栄曲価のすぐれた甘糖を

常時食べることは継以上好ましいことである.H本

には主食と副食の区別があって,主食には椀盛りの

米飯をおかわりして門をみたしている.この飯椀を

やめて,欧米の家庭でみられるように,米飯,肉,

魚介類,イモ斯,野菜類の紫込みやh'il物など準齢さ

れた食品を,各自のnllに随意見計らって取り込んで

食べるような食習班に改めてはいかがでしょうか. 

(西山)
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84 病 ･傷害に伴う呼吸上昇

植物が病 ･儲省を受けると呼吸が上耕するが.サ

ツマイモ塊根は特に激しい.その生化学的横柄は不

卜分のまま取り残されている. (瓜谷) 

85 アリモドキゾウムシのサツマイモ食害防除

アリモドキゾウムシ (CV仏 /r l./Izh)はサツ./ om((r'L.

マイモを容劫に食也JL,その時組織中につくられる

フィトアレキシン等には免疫にさえ思われる.この 

:ll'虫は熱,L 域で猛威をふるっているが,その防除J･ .桝吐

に成功していない.熱帯現地において,7号 .qfを含め,

防除のための総合的研究が必要である. (瓜谷) 

86 サツマイモの病菌侵入に対する抵抗性

他の植物の似合と同様に,サツマイモが病菌の位

人を受けるとイポメアマロン等のフィトアレキシン

が生成 ･若布1 A与するとみなされ.され,防御反応にrJ

る.しかしそれ以外の防御因子も指摘されており,

これらの総合的邸解,その迫伝的把U.が望まれる. 

(瓜'Li) 

87, フィトアレキシンの生成 ･蓄積

抱物は微生物や端物に出合うとフィトアレキシン

を生成するが,サツマイモ塊根のこの反応は特に激

しい.しかし生成 ･普欲の枚桝は確架には解明され

ていない.この磯の研究にサツマイモは格好の材料

である. (瓜谷) 

88 サツマイモのプロテアーゼ

サツマイモ塊根には多椛の貯蔵タンパク酢が存在

する.この組織が病菌の投入を受けると,そのタン

パクJFTはすみやかにべブナドやアミノ酸に分解さ

れ,このことは抗原抗体汝JLからわかっている.こ.

れは新しい酵紫タンパクJff群を合成するためであろ

う.これから考えられることは,柄-A-の感染刺激を

受けると.先ずプロテアーゼが封入されることであ

る.プロテアーゼを中心としての解析は,サツマイ

モ塊根の細胞調節横棚を解きはごす有ブ)の一手段と

なろう. (瓜谷) 

89 病 ･傷害に伴うポリフェノール頬の生成

植物にはひろくポリフェノーJLql, が存在し,病 ･

傷hfに拙うと生成される.しかしその生合成の酵紫

系 ･誘弔 ･細胞内局在性 ･g二期的役割は十分に解明

されていない.病 ･似せ.サツマイモは適当な材料で:

ある. (瓜谷)
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29.09 ネコ7センチュウ抵抗性甘藷品種 . サツマイモネコ7センチュウと甘藷の種いも

サツマイモネコ7センチユウ (Me我が国で1肝輔に寄生,加皆するネコプセンチュウ ･lln･ynedogllo

の吊密度間切と低衛度餌場で生産された甘)/aicogn.と して は,サ ツ マ イ モ ネ コ プ セ ンナ ユ ウ 

Me mCgll
れており,本線虫に対する廿潜の抵抗性品種が多数 矧場に値播きしたところ,高密度圃場で生産された

育成されているが,本部以外にも,甘帝に寄生し, 魅いもは,低密度bB]場で生産された概いもよりも顕

本櫛と寄生性を輿にするネコプセンナユウ (例 :ジ 著に萌芽が遅延し,株当たりの茎数も少く,しかも

)taT
O
(
 led Itog.,lio 蘭の種いもを,別に整備しておいた本線虫の低密度がGL l輩祝さも普遍的で,王t

ャワネコプセンナユウ M

認められているので,今後,サツマイモネコブセン (r井

LlIZualj. '〟など)の存在が( 高密度閉場産の概いもは,町域での腐敗が多かった 

)65陳 火山出試一千灘,1955-' .このようなネコ

チュウと寄If.反応を奨にし,しかも甘柄に寄生,加 

lifする別柾のネコプセンチュウ類がいくつか発見さ

れるとすれば,これらのネコプセンチュウの租類ご

とに,新たに抵抗性廿併占占qLの育成を考える必要が'

ある.この場合,サツマイモネコプセンチュウに対

する似合と共通の抵抗性をもつ甘商品名的,'多数得ら

れるならば好都合である. (近藤) 

プセンチュウの生息密度の高い防切での採櫛栽培で

生産された垂れ もゝの能力低下は,甘蘭の根に投入す

る多数のネコプセンチュウの直接加普およびネコブ

センチュウの寄生,加態による唖 いもの品田 (澱粉

歩合,切干歩合など)の低下によるのではないかと

考えられる.

以上のように,サツマイモネコプセンチュウの高

密度間切で生産された櫛いもは,追捕用として b,

従来の苗床における哉■生産用としてt),好適なもの

とは考えられないので.採鹿町としては,サツマイ

19. 甘藷品種のネコ7センチュウ抵抗性を破るネ モネコプセンチュウの生息密度の高い闇場は,撞力

コ7センチュウの系統 避けるべきである. (近藤) 

Je(d'N'l近年,サツマイモネコプセンナユウ(Me 掛り 
〝ll)に対して強い抵抗性((t
〝cog
'I -をもつ出林 2号,腿.

林 5号,太白などのtr ll.EJに,感受性r.礎と同程斬d･I l占E.

Y施して,主 t度に寄生,f.II 節r-3=な根こぶを形成するサツ
39 帯状粗皮症ウイルスの解明マイモネコブセンナユウの個体群 (系統)の出現が

N lo.光え壬は塊(I)で児玉先生の御指摘 ( o9認められている(雌沢,174).このような甘癖品名正 t)のあ

のネコプセンナユウ抵抗性を打破するネコプセンチ

ュウの新系統の出現は,抵抗性廿灘lLJ#の奔命を短, .u


くし,ネコプセンチュrL :
/の被llを激化させる糸口に

もなりかねないので,抵抗性品櫛利用上大きな17り題

である.

ネコ7' J",センナユウが甘.軌[I都の抵抗性を破るに至
るメカニズムについては十分解明されていないが,

抵抗性品都の長期連作や抵抗性晶illへのネコプセン

チュrl/の継代接都による抵抗性打破系統出現の可能

りました新病fl子については病虫分野の方々の研究で

ウイルスが原因であることがほぼ判明しました.し

かし,カンンヨに認められる 4都のひも状ウイJレス

のうち,どれが関与するのか,あるいは複合感染に

より発症するのか不明です.

帯状紐皮症也抗性品楓 uiiJ差の検定あるいは抵抗性

品種の育成のために必嬰なので,是非早急に病原ウ

イルスの解明をお願いしたい. (坂本)

479性が確かめられている (蛸沢,1 )ので,同一抵

抗性1｢alL;-T概の述作は避けるべきであろう.また, 

tr僻の連作矧壕を等で,ネコプセンチュウ抵抗性甘結

品毛かこネコプセンチュウの寄主Lを認めた場合には,

抵抗性打破系統出現の11L軸を確認した上で,対策と

して, Er T矧 l1 対抗耕物等の中人による鮒l占 !の輪作,
輪作,さらに新しい抵抗性廿瀬品柾の育成などを考

える必嬰がある. (近藤) 
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V"I. そ の 他 一 般 

)0(3

49.

我が国のサツマイモに脚する科学 ･技術の他国へ

の移転.

我が国が持つサツマイモの生産 ･貯蔵 ･加工に関

する科学 ･技術には優れているものが多い.その科

学･技術のトランスファーを,それぞれの国の自然･

社会 ･経済条件を配船した上で契施することは望ま

しく,そのための実学的研究が必婆であろう.たと

えば加工についてもそれぞれの国に合う技術や加工

品が現地の研究者と協力して工夫されてよい. 

(瓜谷) 

国際協力 .69 プロジェクト研究

斜陽作物視されている今こそ,甘源は腰をすえて

基礎的問題を研究解明し,いつでも要求に応じられ

るよう塵併整頓しておくべきであろう.

個人研究は別として,難問堰の解明には多面的角

度から検討する必蟹があるからプロジェクトチー

ム ･ワーク (国際的または国内的に)することが肝

饗であろう. (西山)

年に設立された国際熱帯いも額学会76

5

9】 

9 甘藷の国際研究集会

Itner(

CropstooiopcaoS itoceyfrTr lR )では,】iona亡na

設立以来 3年ごとにシン,ポジウムを熱帯圏の関係国

で開催している.1988年にはタイのバンコックで第 

8回シンポジウムが開催され,EJ本からは大学,研

究概則,民悩】会社から合計 10人が出席し,7題の研

究発袋を行った.

わが国からは毎回 1名以上の関係者が出席してお

199り,1 年にアフリカで開催が予定されている第 9

回シンポジウムにも是非円本からの出席及び研究発

衆が期待される. (坂本) 
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3. カンショ研究覚え書き執筆者略歴 (1989年12月現在) 
(あいうえお塀)

安藤隆夫(あんどう･たかお)･】925年生 ･京都大学良学部段学科卒.主な甘輔研究は九段試作物第 2部 (指

宿)での甘倍交配柾子の作成と甘億の開花促進方法,交配不和合性,勾引二日1交雑の研究 (1960-1965)並びに腿

耶試験場 ( (93 99 f成である.九L就畑作部長,四街道)における甘港市唖戯験 17-17)によるベニコマナのf- n

九段誠作物第 2部長を歴任,18年退dr 市qI学.96 lL現在に至る, :
瓜谷郁三 (うりたに･いくぞう)･1919年生 ･娘京大学段学部曲芸化学科卒.名古良大字出学部においてサツ

マイモを材料にして桝物生化学･柄物病考化学の研究 (952 82) 92臣 1 -- ,18年退官.現在は名古屋女子大学家政学

部布Ei教授,火京出繋大軍総合研究所客員研究員として主に熱帯性食.弘材料の食品生化学を研究し,あわせて

発披途上匡Jtの学術交流に従印.名古出大学名背教授,Ln博,植物生J.化学 ･椎物病理化学 ･食品生化学.
江畑正之(えはた ･まきゆき)･12年生 ･ C, 門学校卒 ･主な甘軒研究は鹿児島爪曲試における晶99 鹿児.L出林功:

郁遠足とバイオマスとしての甘瀬の多収技術の解明である.同L謎孟式の作物部長,大隅支場長,没試場長を歴任
し,1988 .rとなり,現在に章る.年退職,さとうきび試験研究協会常胡理TL


岡 正( _-1 鹿児島㍍出没学科卒 ･ E,
おか ･ただし)･192年生 ･ 主な甘庶研究は鹿児.h段試柾芸部,同作物部に

おける栽培法に側する筑験研究 (1945-'3)である.その後腹児砧リ.!LE,t政部経営技術部･6 -i &,同出政技監,同曲

井試験場長を歴任,1980咋退職し現在に至る.

桑田 晃 (くわだ･ひかる)A11年生 ･ n L学科卒 ･モな甘- .都大学曲学部98 京都大学L学部Bt #研究は主として詩1

(方 ) H叫 ･ 市川大学出学部 香川)において,廿冊の自然突然変災の発生,頼皮色変化の招i,香川L, 帯川段大 ･ (

組織的研究,キメラ稚生1j儀の後代について行った(1942-1956).香川大学出学部教授を1981年退職,現在九

州火海人学位学部教授,帯Jll̂ 芋名誉宇教授,出博,市種苧.
小西通夫 (二にし･みちお)･1917年生 ･京都帝国大学理学部 (櫓物学)卒.1943年出学部に就職と同時に11-
滞研究を開始し】96 fal,挿誠の発根 ･伸嬢などの生理,塊根5年頃まで研究を行った.主な甘瀬研究は,紺地- !f-

形成の条件 ･開始期などに快け る生理 ･形懸軍的研究,鮪の腐敗に対する低抗性の,カルス形成能を指標とし

た, t.. 91咋退官後甲南大学甥ミ学部教授 (981 93S鈴闇との比較研究などである.京都大学出学部助教授を18 1 -18)

を経て現在fri都学齢大学教授,併せて1989年より関西総合環境センター顧問.理帆 植物環境学.

小林 仁 (こはやし･まさし)･1936咋鮎 ･如京大学位学部腿学科卒.主なカンショ研究は中国出試における

心肺戯培,tf ..凝LT,.J敬,紐解将逝 (9(～17) X試 (指宿)での市和楽材 (都子)の作成と野占 I 1 4L姉川 [ lAt: 6) 9 ,九州L

生榔利用 (94 90,Bt 生f研での組耕培必 (90 95 E17-18) L技研･ i 18-L8)である.出水本省での研究開発′l,研究

管理官 (1985-1988)を総て,1988叶に熱鞘出半研究センターの企画連絡室長となり現在に至る.腿博.帝都
竿.

近藤鶏彦(こんとう･つるひこ)･1915年iL･京都大学E!学部出林生物学科卒 ･主な甘滞研究は,千数段試甘

鰭病5圭( §Mi .よび出林省側如火山出試 千兆)における甘傭線虫防除成,,出精定試験地,出林省千虫E 改良実験所J3 (

験 (14-'7 f出ぷ技術課長,三伯舶戯渠技術センター環境部長を歴任,17年退職し現92 5)である.その後三IL 91

在に至る.線虫芋.

坂井健吉(さかい･けんきち)･12年生 ･京都大学戯学部Ln学科卒.主な甘肺研究は九段戯作物第 2雷I 鹿94 i(

児上t･鳩本)での宵敏試験 (1953-1966)と出叩試験機 (四街道)での育種試験 (1967-1973)でゐワ,九Lnt

誠ではベニr7セ,サツマアカ,アリアケイモ,コガネセンガンを77成した.その後,出林水産技術会諸研究管

堺fT(94,出粟技術研究所生F! 17) 18)17) l迫伝郡山 (96.山林水産省出某技術研究所長 (90,出発環境技術研究

所長 (】983-1984)を経て,現在出林水産技術耶報協会噂叔畢担取 出博,帯凝学.

坂本 敏( 12壬:g 市知大学Lt 主な1● in試 指宿)さかもと･さとし)･99l･i･ l学部股学科卒 ･ 1帝研究は段林省九州L (

(16-'4,同位試 ( 17-73 凶街道) (93 8)での廿額ず'唖試験であ99 7) 犠本) (94 8)及び出発研究センター ( 18-､6 ?

る.その後,九州出潮作物郡.二部li,同作物開発部長を歴任し,1989年退官.市奄先学.
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志賀敏夫(Lが ･としを)･1927年生 ･火北大学理学部生物学科卒 ･主な甘鯨研究は腿林水産省出井研究セン

ター廿輔符節研究室長 ( 17-1983)として甘衛の背離育成に従郡,ツJ,四桁迫) (99 Lセンガン,ベニアズマ,シ

ロサツマ,ハイスターチ,7サベ二の市戊にr#係した.その後段業生物資源研究所細胞T< 18-18)J l敬部長 (93 96,

退官後㈱サカタのタネ,植物バィオ研究センター所長となり現在に至る.段博,作物帝都学.
鈴木繁男(すすき･しげお)･12年- 6 R京大芋出学部曲芸化学科卒 ･主な甘漸研究は脈大出学部で90'生 ･昭 1年T

冠水甘億の硬化戯作の解明,LH,林省食削研究所 (現 ･食品総合研究所)で甘癖生行中の各租成分の変化,甘傭

及び鵜鈴蘭綴粉の製造合理化,澱粉の白燈と純度の相rAJ,各種澱粉の物性と利用,ブドウ糖の敷造合理化,ブ

ドウ糖の巣鮎への輿性化などである.東大出撃邪教田研究室から食勘研究所蘇析研究室長,園芸食品部･&,食

品理化学部長,食品#.合研究所滋,全開g_ :!,t菜鯨岡組合連合会願問を経て,現在は日本澱粉学会名誉会長.i帆

澱粉科学.食品科学.

高須謙一(たかす ･けんいち)･19】0年生 ･京都大学呼学部稽物学科卒 ･主なる甘僻研究は岡山大学出其生物

研究所における甘藷畑の微気幾の研究 (16--2 96 臥97 7)である.岡山大学教授を17年退′ 現,岡山大学名沓教

授,理博,微気象学.

知識敬道(ちしき･たかみち)･】927生 ･鹿児島LEt林専門学校出学科卒 ･九州出誤 (筑後),同指宿試験地 ･九

州出試 (絹本),帆IAi々 山出試 (千非試験地)に軌耕し,-1Tして甘しょの交配市唖に従坊.か こ長崎のばれい

しょ市域試験地を経て帝位指宿試験地に軌勝,193 Lど-ポテト株式会社常務取締役 技術開発担8年退宵後カJ, (

当)に就任し現在に蒙る.

奈良省三(なら･しょうぞう)･1L年生 ･I799 -,都大学曲学部出学科卒 ･主なカンショ研究は,三並大学出学部

股座軌道学研究室での蒸切=l'に関する研究 (ユ952-L963)であり,顔切=F-には肉'FTの粘質な品都が適すること
.や,製造方法,製[.Jの品'T 93 E大学教授を退官し現在にl'る.出博 出産製道草."l fなどを究明した. 18咋に三i *.

source

･1902西山市三(にLやま･いちぞう) 年生 ･京都大学出学部Ln林生物学科卒 ･主なt暮斬研究はメキシコでの

(955 6) 17-'栽培化に帆する研究6r

客1965である.宗都大学出学部教授を 年辿官後は米国のウィスコンシン大学 とミズー リ大草の n教授 

(16 8 17-74,名城大学出学部教授 公伝学.-■

･1190畠LLJ はたけやま･いさお) 年生 ･石 大学出学部林学料 ･理学部地物学科卒 ･王なる甘浦研究伊佐男( 1却i-

(95 6) (95 7)14-'5 劫 14-'3学部での塊根の発芽･ Tは京大# 発根と極性 ,サツマイモdにみられる水極性移 ,サ.

91 17(15 93､1 l1都大学理学部教授を 年に退官,そのツマイモを材料としての地物組織の淡結抹過 6)である.T'- -

L8年まで京都市立 懲短期大学教授,京都大学名誉教授,埋博,柚物生理生態学.

(1955 1970) 1984甘藤の塊根鹿物血歩合の変災に陳け る作物生理学的研究 である.大阪教育大学教授を 年退-

ikn

甘瀬野生近縁概探索と甘源の原都 (A)の発見 1 --2,片務の進化 ･ (92 81)

95 6) (92 )を経て現在に至る.京都大学名誉教授,腿博,う

後196 /7T

平井源一(ひらい ･げんいち).1920年生 ･関西大学経済学部卒.主な[｢蘇研究は大阪教育大学教育学部での

官後,大阪学院大学教授となr)別q:に至る.股縛,作物生理.,生態学.

藤瀬-局(ふじせ ･かすま)･19181=Iエ生 ･姫京大学出学部出,学科卒 ･主な甘鮒酢究は位林省出試 (拙腿)での

廿輔不和合性 (92 4) 指摘)での廿商交配都子の作成と開花結実 (98 6) nL4-'7,九州は試 ( 14--0,L林省出技研 

(北本)での.tr衛の乾物生産 (196)～767)である. 1972句に岩手大1･'出学部教授となり,1984年退官後は同大学

非常勤訴師として現在にji.'る.岩手大学名背教授.出博,作物学.

北儒良夫(ほうじょう･よしおト1928咋生･束北大学出学部E主産学科卒･主な甘軒研究は,甘軒における 

とS Jとの朴はIRJ lL係,t瀧 における lC光合成産物の転流,甘繋塊根起原のカJtス培始,甘蘇近縁野生概の光,

辻井技術研究所生理迫伝部生理窮2科合成を中心とした物質生産,である.これらの研究はLL

で1967-1981年に行った.その後,インドネシア国立食用作物中lAL研究所で,熱帯圏における甘務の生産形rT

について研究と調充を行った (1981-1983).段渠研究センタ-,腿繋生物群'腺研究所をへて,1985年に中国出

某試験場作物開発部長,1989年よりサカタのタネ磯子生理研究室長.LH博,作物学.

矢吹万寿(やふき･かすとし)･1923咋生 ･九州大学出挙部位業T.学科卒 ･位林省出耶試験機気負臥 大阪府

立浪速大学誹酢,大阪脚立大草出学部環境舶節工学教授を経て,現在大阪府立大学学長.出伸,出発気放竿.

渡辺和之(わたなべ･かすゆき).L931咋生 ･三並大軍腿学部出学科卒 ･主な甘淋研究はr%便 乗山出業試験場,

出叫試験場における乱柿戚軒および多収とつるぼけ機榊に関する研究 (L954-1971年)である.その後火北出

業試験機を経て,字都'*1大学出学部教授となり現在に至る.出博,作物学.･'

(北本,つくば)
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